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株式会社パシフィックボイス 

ショートショート フィルムフェスティバル ＆ アジア（企画・運営：株式会社パシフィックボイス）とエイベックス・デジタル株式会社は、 

最大1億円の制作費を提供する第２回インターナショナル ショートフィルム 企画コンペティションを実施します。 
 

このコンペティションは、エンタテインメントの世界で動画ビジネス市場を牽引するエイベックス・デジタル株式会社と米国アカデミー賞公

認アジア最大級の国際短編映画祭、ショートショート フィルムフェスティバル ＆ アジアのフィロソフィーが合致して生まれたもので、第1

回目は、世界83ヵ国から1,653に上る企画の応募がありました。世界中の映像作家やプロデューサーへ向けた新たな才能の発掘と

発案しても様々な理由で実現することが難しいけれども面白い企画に対して、最大1億円の制作費を提供することによる世界レベル

での支援を目的としております。実写、アニメーション、ドキュメンタリーなどジャンルは問いません。「Thrilling、Exciting、Moving」を

テーマにハラハラ、ドキドキ、感動など気持ちを揺さぶられるようなショートフィルムの企画を今年も募集します。 
 

応募の締切は2017年1月31日（火）、一次選考で優秀企画者5名を選抜し、最優秀企画を決定する。最優秀企画者は

SSFF & ASIA 2017にて発表され、賞金の他、最大1億円の制作費を与えられるチャンスが贈られます。最優秀企画は、ショート

フィルム化が決定した場合、SSFF & ASIA 2018での世界プレミア上映を予定しており、完成後は世界各国の映画祭への出品を

はかっていきます。​ 

制作費は最大1億円！ 
第２回インターナショナル ショートフィルム 企画コンペティション 

全世界から募集開始 
テーマ：「Thrilling、Exciting、Moving」 

【SSFF & ASIA 代表別所哲也からのコメント】 

諸外国と比べ日本は映像作家に対する支援が不足していますが、文化・芸術に貢献するという考え方が、ビジ

ネスチャンスの創出やクリエイターへの還元を生み出す流れになってきているのではないかと感じています。その意

味で、エイベックス・デジタルという企業と映像文化を担う映画祭がタッグを組んだこのプロジェクトは、2020年の

オリンピック・パラリンピックを控え日本に注目が集まるいま、世界が日本に求めている「日本からの価値の発信」と

いう役割を持っていると思います。多様性にあふれた世界中のモノガタリを日本からひとつのカタチに具現化してい

くことの重要性を感じるとともに多くの企画が集まることを期待しています。 

 

第１回最優秀企画受賞者：マリーナ・クナロヴァ（監督/脚本）  
1973年カザフスタン生まれ。脚本家兼監督。17歳の時から映画業界に入り、15年間監督アシスタントとして働き、その後CM、
ドキュメンタリー、TVシリーズ、映画、などの監督をしながら脚本も執筆していた。またJohn Trubyの脚本トレーニングプログラムも
参加していた。  

第一回の最優秀企画が発表されたSSFF & ASIA 2016オープニングセレモニーの模様 



■エイベックス・デジタル株式会社とは 

「定額で見放題」の映像配信サービス「dTV」「UULA」「GEOチャンネル」の運営、各サービスのオリジナルコンテンツの企画・制作を行っています。

さらに「定額で聴き放題」の音楽配信サービス「AWA」「LINE MUSIC」の出資・運営を行っております。  

 

■ショートショート フィルムフェスティバル ＆ アジアとは 

米国アカデミー賞公認、アジア最大級の国際短編映画祭。新しい映像ジャンルとして「ショートフィルム」を日本に紹介するため、俳優の別所哲

也が創立者として1999年に東京・原宿で誕生。映画祭としてはこれまでに延べ約34万人を動員。日本にショートフィルムを啓蒙する役割を

果たすべくその活動領域を広げるとともに、世界に羽ばたく若きクリエイターを応援していきます。 

【コンペティション概要】 

■名称：第２回インターナショナル ショートフィルム 企画コンペティション 

 

■募集テーマ ：「Thrilling、Exciting、Moving」 

 

■1次選考で提出するもの 

 以下全ての内容が含まれた作品企画書データ（作品時間は25分以内） 

 ・作品のプロット（500文字程度） 

 ・一言で言うとどんな作品か？ 

 ・作品の世界感を表現できるようなイメージ写真 

 ・応募者プロフィール 

 ・デモリールリンク もしくは 過去作品の視聴リンク 

 

■賞金：優秀企画者（５名）50万円、最優秀企画者（１名）100万円 

※ショートフィルム化が決定した際に、最優秀企画者には上記に加え、賞金150万円と最大１億円の制作費が授与されます。 

 

■応募期間：2016年11月1日（火）～ 2017年1月31日（火） 

 

■応募方法 必要事項の登録、応募規約に同意いただいた上、専用サイトからご応募ください。 

URL：http://www.shortshorts.org/shortfilm_pitch/ 

※郵送でのご応募は受け付けておりません。日本語・英語のみ受け付けます。 

 

■結果発表：2017年6月開催のショートショート フィルムフェスティバル ＆ アジア内にて（予定） 

※選定理由等のお問い合わせには回答いたしませんのでご了承ください。 

 

■応募に関する問い合わせ:pitch@shortshorts.org 

＜プレスリリース・ショートショート フィルムフェスティバル ＆ アジアに関する問い合わせ＞ 
〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷 4-12-8 SSUビル4F 担当：高橋（090-3049-1284）  

TEL：03-5474-8201 FAX：03-5474-8202  e-mail : press@shortshorts.org 
 

＜エイベックス・デジタルに関する問い合わせ＞ 
〒106-6038 東京都港区六本木1-6-1 泉ガーデンタワー38F 担当：河原（090-6192-0262) 青木  

TEL : 03-5545-9400 FAX:03-5545-9420 
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